
 

令和６年度 学校経営報告書（自己評価） 
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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

安
全 

人権に配慮した

指導の徹底 

・・職員や生徒が、互いの 
  良さや苦手を認め、寄 

り添う姿勢や称賛の言 
葉を用いて関わってい 
る。 

 
 
 
 
 
 
・生徒自身や保護者が、
人権が尊重されている
と感じている。 

 

・人権尊重の視点での
振り返りから、生徒
同士では、互いの良
さを認め合う意識
が高まっている。一
方で職員は、生徒へ
の肯定的な関わり
方について、さらに
研修を積む必要性
が確認された。 

 
・人権尊重の視点での
振り返りから職員と
生徒にそうは思わな
いという回答が一定
数あった。 

Ｂ 

・職員が全ての生徒に対して肯
定的な意識を持って関わる
重要性を確認し、個に応じて
寄り添う姿勢や称賛の言葉
を用いた柔軟な関わり方の
追求に徹底して取り組む。 
 
 

 
 
 
・職員と生徒共に、挨拶を交わ
し合う姿が、日常的に見られ
相手を尊重する意識は高ま
った部分はあったが、「さん」
付けの励行については今後
も徹底できるようにする。 

       安
全 

      安
全 

誰もが安心して

通える学校 

・・校内の情報や物品がシ 
ンプルに機能的に整理 
されている。 

 
 
 
 
・調整や工夫により、教
室や特別教室が有効に 
活用されている。 

 

・パソコン室や更衣室
等の共有スペースの
物品整理が進んで安
全や機能性が高まっ
たが、継続した整理
が必要である。 

 
・少ない活動スペース
の中でも教務課を中
心に調整、学部内で
も融通し合い有効に
活用された。 

 

Ｂ 

・機密文書を含む共有データの
整理については全職員で意
識的に取り組むことができ
ている。掲示環境ついては、
より教育効果の上がる掲示
計画を検討していく。 

 
･現在の使用教室の中での細か
い調整を継続しながら有効
な活用を進める。一方で、更
に機能的な有効活用を進め
るために、室内の備品等の整
理を継続する。 

専
門 

生徒との対話を

通した教育的ニ

ーズの把握 

・生徒自身が自分の得意
や苦手を知り、生活の
中で活かしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・作業学習をはじめとす
る学習場面において、
生徒が自分の得意を活
かし、主体となって活
躍している。 

・生徒の 1月の評価で
は、9 月から「自分
の得意なことや苦手
なことを知り生活の
中で活かしている」
という生徒が 16％
増えている。一方で、
個々の実態に応じた
自己理解の指導の工
夫の必要性を感じる
職員の評価も一定数
見られた。 

 
・生徒自身が得意を生

かして主体的に活
動しているという
職員の評価が多く
見られたが、生徒の
評価では「学校で勉
強することが楽し
くない」と答える生
徒が 11％見られた。 

Ｂ 

･各学年の授業の中で、お互い
の考えを知る機会を多く設定
することで、自分の良さや苦
手に気付き自分の課題に前向
きに取り組む生徒が見られ
た。さらに、生徒自身が、自
分のことを理解して自信をも
って生活できるような授業づ
くりに取り組んでいく。 

 
 
 
 
・集団の中で自分の得意やよさ
に目を向けて主体的に授業に
取り組む生徒が増えた。その
中で教員は、更に、実態差に
応じた個への指導・支援につ
いて研修を深め、すべての生
徒の主体的な姿を引き出して
いく。 



 

         専
門 

  

専
門 

          専
門 

  個に応じた適切

な進路決定 

・生徒が、勤労観や職業
適性について理解を進
めている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・保護者が、進路選択や
職場実習の価値を重視
し、協働している。 

・全職員は、キャリア
パスポートの活用
等を通して自己理
解が進んだと評価
した。生徒の 1月の
評価では、9月から
「学習を通して自
分に合った働き方
についてイメージ
できている」と答え
た生徒が 11％増え
ている。 

 
・職員の評価において 
は保護者の３年間の
進路選択の流れや子
どもの適性について
理解を促す必要性を
感じる職員が一定数
見られた。 

Ｂ 

・各学年の実態に応じたキャリ
アパスポートを活用すること
で生徒自身が自分の適性につ
いて知り将来の生活を考える
ことにつなげる姿が多く見ら
れた。今後 3年間のつながり
を踏まえた活用を検討してい
く。 
 
 
 
 
 
･進路選択の進め方や職場実習
の意義についての保護者の理
解を進める 3年間の流れを、
職員間で共通理解した上で、
保護者に伝え、生徒の適性や
思いに沿った進路決定が連携
してできるようにしたい。 

連
携 

関係諸機関との

つながりを大切

にした切れ目の

ない支援と指導 

・・職員が、生徒や保護者
のニーズを把握し、必
要に応じて面談や関
係者会議を実施して
いる。 

 
 
・ 
・・保護者が、生活安定や

地域安全の価値を重
視し、支援している。 

・全ての職員において
必要に応じて適切
な面談や関係者会
議を組んで進める
ことができたとい
う評価であった。 
 

 
・支援が必要になった
場面では、事実確認
を迅速かつ的確に行
い保護者と共有をす
ることができた。難
しいケースもあった
がケース会議は柔軟
かつ組織的に実施す
ることができた。 

Ａ 

・各学年で個々の生徒の現状を
細かく分析して、必要に応じ
て学校内及び関係機関と共有
し、チームで課題解決に向け
て取り組むことができた。さ
らに、学校内での情報共有の
迅速化を図る工夫をする。 
 
・各学年で家庭とのやりとりを
丁寧に行い、信頼関係を保つ
中で、生徒や家庭の支援に取
り組むことができた。各学年
に支援が必要な生徒がいる
ため、保護者と連携した生徒
の見届け等の支援を含め、継
続して丁寧に対応していく。 

連
携 

生徒の自立と輝

き に 向 け た 共

生・共育の充実 

・・生徒が、田方農業高校
との共同学習や行事
をはじめ、外部人材と
の交流学習に積極的
に参加している。 

・ 
 
 
 
 
 
・学校運営協議会と教職
員とが、相互に連動し
ている。 

･全ての保護者・職員
は生徒が主体的に参
加することができて
いると評価してい
る。生徒の評価にお
いては 97％が「楽し
い」と回答している。 

 
 
 
 
･夏の研修会を通し
て、学校運営協議会
委員と協働して学校
と地域のつながりに
ついて地域に発信で
きた。 

 

Ａ 

･生徒が共同学習において、田
農生と意欲的に学んでいる。
関わりが苦手な生徒において
も回を重ねるごとに共同で学
ぶことに前向きになる姿が見
られた。今後も、作業学習や
総合的な探究の時間としての
確かな学びの成果が出るよう
に田方農業高校と授業作りを
していく。 
 
・学校運営協議会の委員の方の
支援を受けて研修会を開催し
たことで、在校生や卒業生が
地域とつながりをもって生き
生きと自分らしく生活するた
めの支援者を増やすきっかけ
をつくることができた。 

チ
ー
ム 

チームとしてや

りがいのある職

場 

・教職員が、チームとし
ての成長を実感して
いる。 

 
 
 
・職員が、本校事務室か
らの連絡を適時に確認
し、連携している。 

・チームとして全ての
教職員がお互いの考
えや思いを十分に伝
え合う状況には至っ
ていない。 

 
・職員は管理職と相談
しながら事務室と連
携して業務を進める
ことができていた。 

Ｂ 

･グループワークで教職員が自
分の取り組みについて、お互
いに情報交換したり、認め合
ったりする機会を効果的に
設定する。 

 
・職員が各担当する役割の中で 
事務室とのやりとりを適時に
行い、スムーズに連携しなが
ら仕事を進めることができ
た。 

 


